
込
む
よ
う
に
し
ま
す
。
次
作
で
植
え
痛

み
が
起
こ
ら
な
い
範
囲
で
、
な
る
べ
く

早
く
栽
培
を
始
め
た
方
が
養
分
の
溶
脱

が
少
な
く
利
用
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

す
き
込
み
適
期
を
過
ぎ
る
と
病
害
虫
の

発
生
源
と
な
る
の
で
、
周
辺
の
圃
場
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ソ
ル
ガ
ム

特
　
徴
…
耐
暑
性
が
高
く
、
越
冬
は
で

き
ま
せ
ん
。
生
育
が
早
く
、
他
の
緑
肥

に
比
べ
て
有
機
物
の
生
産
量
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。

緑
肥
効
果
…
土
壌
に
残
っ
て
い
る
窒
素

を
吸
収
す
る
能
力
が
高
く
、
土
壌
に
す

き
込
む
こ
と
で
回
収
窒
素
の
再
供
給
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
土
壌
物
理
性
の
改

善
が
見
込
め
ま
す
。

栽
培
時
期
…
播
種
５
月
～
８
月
、
５
㎏

／
10
ａ
。
播
種
後
40
～
60
日
で
す
き
込

む
。
腐
熟
期
間
20
～
30
日
。

●
エ
ン
バ
ク

特
　
徴
…
品
種
に
よ
り
播
種
時
期
や
播

種
量
に
差
が
あ
り
ま
す
。

緑
肥
効
果
…
肥
効
を
期
待
す
る
場
合
は

出
穂
前
に
す
き
込
み
ま
す
。
透
水
性
向

上
、
硝
酸
態
窒
素
の
流
亡
抑
制
が
期
待

で
き
ま
す
。
品
種
に
よ
っ
て
は
線
虫
抑

制
作
用
が
あ
り
ま
す
。

栽
培
期
間
…
播
種
３
～
５
月
、
８
～
11

月
、10
㎏
前
後
／
10ａ
。播
種
後
40
日
程

度
で
す
き
込
む
。
腐
熟
期
間
30
～
40
日
。

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

冬
野
菜
の
生
産
が
終
わ
り
、
春
夏
野

菜
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
次
作
の
土

づ
く
り
や
減
肥
に
役
立
つ
緑
肥
の
効
果

や
注
意
点
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

主
作
物
の
栽
培
時
期
を
考
え
、
緑
肥

の
播
種
と
す
き
込
み
時
期
を
決
め
ま
す
。

そ
の
時
期
に
栽
培
で
き
る
緑
肥
作
物
の

中
か
ら
、
期
待
さ
れ
る
効
果
が
大
き
い

物
を
選
び
ま
す
。

　

緑
肥
作
物
は
、
大
き
く
な
る
ま
で
育

て
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

種
類
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
る
す
き
込
み

時
期
が
変
わ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

一
般
に
イ
ネ
科
植
物
は
穂
が
出
始
め
る

ま
で
、
マ
メ
科
は
開
花
始
期
に
は
す
き

営農振興課
営農経済渉外係

吉田　典子

緑
肥
の
利
用
に
つ
い
て

●
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ

特
　
徴
…
春
に
急
成
長
し
ま
す
。
土
壌

を
覆
う
力
が
と
て
も
強
く
、
他
の
雑
草

の
生
育
を
抑
制
す
る
他
感
作
用
も
あ
る

の
で
、
耕
作
放
棄
地
や
果
樹
園
な
ど
で

は
雑
草
防
止
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
感
作
用
が
作
物
の
生
育
に
影
響
し
な

い
よ
う
腐
熟
期
間
を
設
け
ま
す
。

緑
肥
効
果
…
マ
メ
科
の
た
め
、
根
に
根

粒
を
形
成
し
て
大
気
中
の
窒
素
を
固
定

し
ま
す
。
土
壌
中
で
比
較
的
早
く
分
解

さ
れ
る
の
で
、
窒
素
肥
料
の
削
減
が
可

能
で
す
。

栽
培
期
間
…
播
種
３
～
４
月
、
９
～
11

月
、３
～
４
㎏
／
10ａ（
石
灰
で
㏗
５
・５

以
上
に
す
る
）。
播
種
後
２
～
７
か
月

で
す
き
込
む
。
腐
熟
期
間
７
～
30
日
。

●
カ
ラ
シ
ナ

特
徴
、
緑
肥
効
果
…
緑
肥
効
果
の
他
に

抗
菌
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
科

植
物
の
葉
に
含
ま
れ
る
辛
味
成
分
が
分

解
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
す
る
ガ
ス
が
土

壌
消
毒
剤
と
同
様
の
働
き
を
し
、
ネ
ギ

の
黒
腐
菌
核
病
な
ど
を
抑
制
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
辛
味
成
分
の
含

有
量
が
ピ
ー
ク
に
な
る
開
花
始
め
に
細

断
、
す
き
込
み
を
行
う
事
が
重
要
で
す
。

春
播
き
は
チ
ョ
ウ
目
害
虫
が
発
生
し
や

す
い
の
で
、
周
囲
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や

キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
け
が
あ
る
場
合
は
、

秋
播
き
が
お
勧
め
で
す
。

栽
培
期
間
…
播
種
３
～
４
月
、
10
～
11

月
、
１
㎏
／
10
ａ
。
播
種
後
60
～
１
６

０
日
で
す
き
込
み
。
腐
熟
期
間
30
日

程
度
。

　

昨
今
の
化
学
肥
料
の
価
格
高
騰
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
地
力
の
維
持
や
窒
素

の
補
給
、
ま
た
品
種
に
よ
っ
て
は
土
壌

病
害
虫
の
抑
制
に
も
役
立
つ
緑
肥
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。
目
的
に
合
う
緑
肥

を
選
定
し
、
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で

コ
ス
ト
の
削
減
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

緑肥作物の種類

土づくり（物理性） 減　肥 減肥（有用微生物） 有害生物の防除

有機物
の供給

透水性
改善

窒素の
供給

カリの
供給

根粒菌 
（窒素
  固定）

菌根菌
（リン吸 
収促進）

土壌
病害抑制

有害線虫
抑制※

雑草
抑制

ソルガム ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇
エンバク ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

ヘアリーベッチ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
カラシナ 〇 ◎ 〇 〇

【
緑
肥
の
種
類
と
選
び
方
】

【
主
な
緑
肥
の
種
類
、
特
徴
な
ど
】

【
す
き
込
み
時
期
】

※品種により効果が異なる。

緑肥に期待される主な効果と緑肥作物の種類


